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５
月
号

　

災
害
時
の
対
応

と
し
て
行
政
は

「
各
家
庭
で
、
三

日
分
か
ら
一
週
間

分
の
準
備
を
」
と

広
報
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

自
宅
で
避
難
生
活
を
す
る
た

め
の
準
備
の
点
検
を
し
ま
し

た
。
水
は
一
人
１
日
３
リ
ッ

ト
ル
を
目
安
に
人
数
分
を
用

意
す
る
と
し
た
ら
、
わ
が
家

は
８
日
分
あ
り
ま
し
た
。
次

に
ト
イ
レ
は
、
便
器
に
か
ぶ

せ
て
使
用
す
る
凝
固
剤
い
り

の
ト
イ
レ
パ
ッ
ク
を
、
一
人

１
日
７
回
と
す
る
と
、
わ
が

家
は
高
齢
の
た
め
多
め
に
10

日
分
以
上
用
意
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
食
事
関
連
で
は
、

調
理
用
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
ガ

ス
ボ
ン
ベ
、調
理
用
の
機
材
、

湯
煎
で
ご
飯
が
炊
け
る
袋
な

ど
の
用
意
が
必
要
で
す
。
食

材
は
常
温
保
存
の
野
菜
ジ
ュ

ー
ス
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
ツ

ナ
缶
や
鯖
缶
、
大
豆
な
ど
タ

ン
パ
ク
質
が
取
れ
る
物
や
、

常
温
保
存
可
能
な
甘
い
物
が

あ
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
わ

が
家
で
は
、
日
々
の
料
理
の

食
材
に
使
い
補
充
し
な
が
ら

保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
お
風
呂
に
は
い
れ
な
い

時
に
顔
や
体
を
拭
く
よ
う
に

「
赤
ち
ゃ
ん
用
の
お
し
り
拭

き
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

各
部
屋
に
懐
中
電
灯
は
準
備

し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
充
電

機
器
は
必
須
で
、
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
、
大
人
用
に
も
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
用
意
し
て

お
く
と
気
分
転
換
に
な
っ
て

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員　

須
佐
美
智
子

青い空

絵
手
紙大

師
中
央
支
部
星
野
路
子

　

川
崎
医
療
生
協
社
会
保
障
委
員
会
の
主
催
で
、
こ
の
ほ
ど

中
原
区
の
か
わ
さ
き
ゆ
め
ホ
ー
ル
で
「
横
須
賀
市
民
９
条
の

会
」
の
岸
牧
子
さ
ん
に
よ
る
「
横
須
賀
石
炭
火
力
発
電
所
建

設
へ
の
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
の
運
動
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、講
演
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
川
崎
医
療
生
協

本
部
会
議
室
で
、「
２
０
２
４

年
度　

川
崎
医
療
生
協
入
職

式
」
が
行
わ
れ
、
25
人
の
新
入

職
員
が
、
川
崎
医
療
生
協
の
新

た
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
顔
を
そ

ろ
え
ま
し
た
。

　

職
種
別
で
は
、
医
師
４
人
、

看
護
師
12
人
、
事
務
４
人
で
、

横
須
賀
に
は
核
燃
料
の
工
場
も

あ
り
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所

の
燃
料
棒
も
、
横
須
賀
の
工
場

で
つ
く
ら
れ
た
。
日
本
政
府
に

と
っ
て
横
須
賀
は
、
安
全
保
障

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
要
の
街

に
な
っ
て
い
る
。

人
類
は
地
獄
の
門
を

開
け
た

　

昨
年
７
月
、
国
連
グ
テ
レ
ス

る
こ
と
を
発
表
し
、
国
連
の
気

候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
で
グ
テ
レ
ス

氏
は
、
熱
波
や
洪
水
、
山
火
事

な
ど
の
世
界
各
地
の
異
常
気
象

に
触
れ
「
人
類
は
地
獄
の
門
を

開
け
た
」「
何
も
変
化
を
起
こ

さ
な
い
な
ら
産
業
革
命
前
と
比

べ
て
２
・
８
℃
の
気
温
上
昇
に

な
り
危
険
で
不
安
定
な
世
界
に

向
か
う
」
と
警
告
を
発
し
て
い

る
。

　

横
須
賀
市
は
自
衛
隊
と
米
軍

の
基
地
が
あ
り
、
米
軍
の
原
子

力
空
母
の
母
港
に
も
な
っ
て
い

る
。
そ
の
横
須
賀
に
、
石
炭
火

力
発
電
所
の
建
設
が
始
ま
り
、

昨
年
の
12
月
に
は
稼
働
し
は
じ

め
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、

事
務
総
長
が
「
気
候
沸
騰
化
の

時
代
が
来
た
」
と
発
言
し
た
。

同
年
９
月
に
は
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
の
事
務
局
が
、
パ

リ
協
定
で
掲
げ
た
、
気
温
上
昇

を
１
・
５
℃
に
抑
え
る
取
り
組

み
の
達
成
が
困
難
に
な
っ
て
い

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
管
理
栄
養
士
・
診
療

放
射
線
技
師
・
社
会
福
祉

士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
人
で

す
。

　

入
職
式
で
は
、
関
川
泰

隆
理
事
長
が
「
今
の
思
い

や
緊
張
感
を
忘
れ
ず
、
疑

問
や
悩
み
は
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
前

に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
自

分
の
健
康
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
力
を
つ
け
、
視

野
を
広
げ
、
地
域
や
社
会
を
よ

り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
、
一

緒
に
楽
し
く
仕
事
を
始
め
ま
し

ょ
う
」
と
、
新
入
職
員
へ
呼
び

か
け
、
職
員
ひ
と
り
一
人
に
辞

令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
新
入
職
員
研
修

が
４
月
６
日
ま
で
６
日
間
行
わ

れ
、
川
崎
医
療
生
協
の
歴
史
や

理
念
を
学
び
、「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
研
修
」
を
受
講
し
、
組

合
員
理
事
を
講
師
に
招
き
、
地

域
の
活
動
や
、
事
業
所
利
用
委

員
会
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
習

川
崎
市
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

１
９
７
５
万
ト
ン

横
須
賀
で
石
炭
火
力
発
電
所
が
稼
働
中
！

し
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
か
ら
は
「
不
安
も

あ
る
け
れ
ど
、
一
緒
に
入
職
し

た
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。
研
修
を
終
え
た
後
は
、

川
崎
協
同
病
院
や
、
診
療
所
、

介
護
福
祉
事
業
所
に
分
か
れ
て

仕
事
に
つ
い
て
い
ま
す
。

グループごとに課題に取り組む

理事長から辞令を受け取る

新人同士でさっそく名刺交換

病院・診療所病院・診療所
介護福祉事業所介護福祉事業所

に配属に配属

（
２
面
へ
つ
づ
く
） 神奈川のCO2 排出量について話す岸さん
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毎
日
２
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

　

横
須
賀
の
火
力
発
電
所
は

今
、
毎
日
１
万
ト
ン
の
石
炭
を

燃
や
し
、
１
千
ト
ン
の
廃
棄
物

と
、
２
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
し
て
い
る
。
年
間
に
す
る
と

７
２
６
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
量

は
、
横
須
賀
市
の
年
間
総
排
出

量
の
４
倍
近
く
に
な
る
。

ち
な
み
に
、横
浜
市
の
Ｃ
Ｏ
２

年
間
排
出
量
は
１
７
１
５
万
ト

ン
だ
が
川
崎
市
は
１
９
７
５
万

ト
ン
で
、
こ
の
数
字
は
政
令
市

で
最
多
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え

川
崎
市
の
排
出
量
に
は
、
臨
海

部
の
発
電
所
が
排
出
し
て
い
る

１
６
０
０
万
ト
ン
は
含
ま
れ
て

い
な
い
の
で
、
川
崎
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
と
び
ぬ
け
て
多
い
こ

と
に
な
る
。

化
石
燃
料
に

こ
だ
わ
る
日
本

　

世
界
で
は
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
に
か
じ
を
切
っ
て
い

の
中
で
た
く
さ
ん
の
Ｃ
Ｏ
２
を

出
し
て
き
た
。
若
い
世
代
、
子

ど
も
た
ち
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
だ

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
な
い
の

に
気
候
沸
騰
化
の
時
代
を
生
き

る
こ
と
に
な
る
。
政
治
の
被
害

は
弱
者
に
集
ま
る
。

　

私
た
ち
は
、
戦
争
と
気
候
危

機
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
最

後
の
世
代
。
気
候
・
平
和
・
暮

ら
し
・
人
権
は
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ど
の
分
野
の
人
も
手
を
つ

な
ぐ
時
が
来
て
い
る
。

る
。
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

は
２
０
０
８
年
に
、「
２
０
２

５
年
ま
で
に
再
エ
ネ
で
街
の
電

力
を
１
０
０
％
カ
バ
ー
す
る
」

と
決
め
、
現
在
90
％
以
上
ま
で

達
成
し
て
い
る
。
世
界
の
産
業

界
で
も
、
再
エ
ネ
１
０
０
％
で

つ
く
っ
た
製
品
で
な
い
と
扱
わ

れ
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
化

石
燃
料
に
こ
だ
わ
る
日
本
は
取

り
残
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。

今
す
ぐ
気
候
危
機
を

止
め
よ
う

　

も
は
や
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ

ボ
ト
ル
な
ど
の
個
人
の
努
力
で

は
打
開
で
き
な
い
段
階
に
来
て

い
る
。
政
府
や
自
治
体
が
大
き

く
シ
フ
ト
し
な
い
と
間
に
合
わ

な
い
政
治
問
題
だ
。
先
進
国
が

出
し
て
き
た
Ｃ
Ｏ
２
は
全
体
の

85
％
、
ア
フ
リ
カ
が
出
し
て
き

（
１
面
の
つ
づ
き
）

　
『
自
然
界
を
構
成
し
て
い
る

も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
は

「
時
空
間
と
物
質
」
で
あ
り
、

そ
の
運
動
・
変
化
の
仕
組
み
を

追
求
す
る
の
が
物
理
学
で
あ

る
。
ま
た
、
自
然
界
の
物
質
の

術
の
進
歩
で
宇
宙
か
ら
ミ
ク
ロ

の
世
界
ま
で
こ
の
世
の
中
の
階

層
的
な
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
階
層
は
無
機
的
な
構
造
の

み
を
示
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ

生
物
は
分
子
・
原
子
の
階
層
内

に
属
し
な
が
ら
も
特
別
な
「
生

物
の
階
層
」（
細
胞
↓
組
織
↓
器

官
↓
個
体
）を
な
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
生
物
の
構
成
要
素
も

分
子
・
原
子
・
素
粒
子
で
あ
り
、

素
粒
子
を
論
じ
る
学
問
で
あ
る

量
子
力
学
で
生
物
・
生
命
を
研

究
す
る
「
量
子
生
物
学
」
も
成

立
し
て
い
ま
す
（
第
17
回
参

照
）。
と
こ
ろ
で
生
物
も
燃
え

れ
ば
分
子
・
原
子
・
素
粒
子
、

ま
た
ま
た「
生
命
と
は
何
か
？
」

と
い
う
も
と
の
疑
問
に
も
ど
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

　

こ
の
連
載
は
２
０
２
１
年

１
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
第
１
回
に
７
つ
の
私
の

疑
問
を
示
し
ま
し
た
が
、
も

う
一
つ
疑
問
を
追
加
し
ま

す
。「
こ
の
世
の
中
を
説
明

で
き
る
知
識
（
学
問
）
は
何

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
近
「
物
理
学
の
理
論
構
成

〜
各
分
野
の
理
論
と
相
互
関

係
に
つ
い
て
〜
」（
菅
野
・

南
原
著
、
物
理
教
育
第
62
巻

第
４
号
２
０
１
４
）
と
い
う

文
献
を
読
み
ま
し
た
。
要
旨

は
、
自
然
科
学
と
は
、
自
然

の
仕
組
み
を
理
解
し
説
明
し

う
る
理
論
体
系
で
す
が
、
そ

の
中
で
も
物
理
学
が
扇
の
要

の
位
置
に
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。
以
下
一
部
を
引
用
し
ま

す
と
、

存
在
様
式
は
階
層
的
構
造
を

な
し
て
い
て
（
図
参
照
）、

通
常
の
物
質
の
運
動
変
化
の

現
象
は
ほ
ぼ
そ
れ
ぞ
れ
の

階
層
の
範
囲
内
で
生
起
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
物

質
階
層
に
は
固
有
の
法
則

が
あ
り
、
特
有
の
構
造
を

も
っ
て
近
似
的
に
独
立

し
、
閉
じ
た
体
系
を
な
し

て
い
る
が
、
上
下
の
階
層

に
ま
た
が
る
現
象
も
お
こ

り
う
る
。
階
層
ご
と
に
固

有
の
法
則
が
あ
る
こ
と
が

自
然
科
学
に
い
ろ
い
ろ
な

分
野
（
物
理
学
・
化
学
・

生
物
学
・
地
学
・
宇
宙
論

な
ど
）
が
存
在
す
る
理
由

で
あ
る
。』

　

右
上
の
図
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
著
し
い
技

ちょっと休憩④物理学と生物学第41回 ち と休憩④物理学と生物学
生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

横須賀と川崎のCO2排出量

2018年
横須賀市
総排出量
907万トン

石炭火力発電所
の年間排出量 726万トン

年間排出量 181万トン

2020年
川崎市
総排出量
3,575万トン

臨海部の発電所
の年間排出量 1,600万トン

年間排出量 1,975万トン

日時 時間 場所
5月27日（月） 午後3時 レインボーの家大師町
5月23日（木） 午前9時30分 川崎セツルメント診療所３F
5月23日（木） 午前11時 久地診療所２F会議室
5月23日（木） 午前11時30分 本部会議室（かりんビル3階）
5月23日（木） 午後1時 京町診療所2階組合員ルーム

5月24日（金） 午前11時 坂戸ほっとルーム

第75回通常総代会議案説明会日程（案）第75回通常総代会議案説明会日程（案）
　6月26日に行われる通常総代会の議案説明会を下記の日時と場所で行い
ます。変更される場合もあるので、参加される場合は、下記問い合わせ先ま
でご連絡ください。健康まちづくり推進部（電話044‒266‒7532）

2024年4月20日
川崎医療生活協同組合理事会

　役員の任期満了に伴い、川崎医療生活協同組合第75回通常総代会において役員選
任を行います。定款第19条及び役員選任規約に基づき、以下の通り公告します。

記
１、役員選任を行う総代会の日時・場所
（1）日時：2024年6月26日（水）13：00～16：00
（2）場所：高津市民館ホール（川崎市高津区溝口1‒4‒1ノクティプラザ2‒11階）

2、地域区分理事の選任区域と定数
（1）区域：大師、協同、小田、幸中原、高津宮前、多摩麻生、職域
（2）定数：定款に定める理事定数35～40名の中から選出

3、申出の期限及び申出の受付方法
（1）申出の期限：2024年4月20日（土）～5月14日（火）
　　　　　　　　受付時間　土日曜と祝日を除く10時～17時
（2）申出の受付方法
・生協本部にある「立候補受付用紙」に記入し、期限内に生協本部までお届けください。
・ 理事は、特別な理由がある場合以外は組合員でないといけません。また、①未成年
者、②被補助人、③破産手続開始の決定を受け復権していない者等は候補者になる
ことはできません。
 以上

地域区分理事選任候補者としての推薦希望の申し出に関する公告

た
Ｃ
Ｏ
２
は
た

っ
た
の
４
％
な

の
に
、
ア
フ
リ

カ
の
人
々
が
地

獄
の
中
に
い

る
。
私
の
世
代

は
、
高
度
成
長

役員選任に関するお問い合わせ　川崎医療生協・健康まちづくり推進部まで
所在地：川崎市川崎区藤崎4‒21‒1かりんビル3階　電話：044‒266‒7532
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一
人
で
団
地
住
ま
い
の
Ａ

さ
ん
（
69
）
は
、
あ
る
日
悪

寒
が
し
体
調
に
異
変
を
感
じ

た
が
、
医
者
に
は
行
か
ず
自

宅
で
療
養
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
そ
の
４
日
後
に
亡
く
な

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
突
然
死
だ

っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
１
日
２
回
宅

配
の
弁
当
を
、
玄
関
先
に
ま

で
配
達
し
て
も
ら
っ
て
い
た

が
、
宅
配
業
者
が
ド
ア
の
外

に
２
日
前
か
ら
弁
当
が
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
を
不

審
に
思
い
、
警
察
に
通
報
、

駆
け
つ
け
た
警
察
官
が
Ａ
さ

ん
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
を

発
見
し
た
。
検
死
の
結
果
、

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会

社
（
本
社
：
大
阪
市
）
が
、

川
崎
市
中
原
区
西
加
瀬
の
三

菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

工
場
跡
地
に
、
建
設
を
計
画

し
て
い
る
24
時
間
稼
働
型
の

大
規
模
物
流
倉
庫
の
建
設
計

画
（
仮
称
：
西
加
瀬
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
に
対
し
て
、「
西

加
瀬
巨
大
物
流
倉
庫
を
考
え

る
住
民
の
会
」
は
、
川
崎
市

に
対
し
て
、
物
流
倉
庫
予
定

地
の
買
い
取
り
や
借
り
上
げ

に
よ
っ
て
川
崎
市
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
移
転
先
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
署
名
運

コ
ラ
ム

時
の
風

孤
独
の
リ
ス
ク

亡
く
な
っ
た
の
は
こ
の
時
か

ら
２
日
前
だ
っ
た
。

　

具
合
が
悪
く
な
っ
て
か
ら

も
２
日
間
は
、
体
を
動
か
せ

る
状
態
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
親
族
や
日
ご
ろ
よ

く
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た

友
人
、知
人
に
連
絡
も
せ
ず
、

医
者
に
も
連
絡
し
た
形
跡
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
病
状

を
深
刻
に
と
ら
え
て
い
な
か

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
メ
ー

ル
や
電
話
を
す
る
気
力
も
な

か
っ
た
の
か
、
今
と
な
っ
て

は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
２
日
間
の
う
ち
に
異

変
を
外
部
に
訴
え
て
い
れ

ば
、
あ
る
い
は
誰
か
が
気
づ

動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
計
画
で
は
10
万
㎡

の
敷
地
に
延
べ
面
積
23
万
㎡

の
建
物
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
川
崎
駅
前
の
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ラ
ゾ

ー
ナ
川
崎
プ
ラ
ザ
」
の
１
・

３
倍
で
、
そ
こ
に
一
日
平
均

１
３
４
７
台
の
ト
ラ
ッ
ク
・

乗
用
車
が
出
入
り
し
ま
す
。

　

周
囲
は
住
宅
密
集
地
で
、

車
両
の
増
加
に
よ
る
騒
音
、

振
動
、
粉
塵
、
大
気
汚
染
な

ど
の
住
環
境
の
悪
化
や
健
康

へ
の
影
響
、
広
範
囲
な
渋
滞

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
倉
庫

い
て
い
れ
ば
、
最
悪
の
事
態

は
免
れ
た
の
か
も
し
れ
な
か

っ
た
。

　

先
月
、　

国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
は
、
最
新

の
「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来

推
計
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
〜
50

は
都
市
計
画
法
の
「
工
場
地

域
」に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、

計
画
に
違
法
性
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

同
社
は
２
０
１
７
年
１
月

に
こ
の
土
地
を
購
入
。
こ
れ

を
土
地
利
用
転
換
の
好
機
と

と
ら
え
た
川
崎
市
は
、「
地

域
に
必
要
な
都
市
機
能
や
都

市
基
盤
整
備
な
ど
を
適
切
に

誘
導
す
る
」
と
し
て
、
２
０

１
９
年
３
月
に
「
西
加
瀬
地

区
に
お
け
る
大
規
模
工
場
跡

地
の
土
地
利
用
の
基
本
的
な

考
え
方
」
を
策
定
し
、
物
流

倉
庫
の
計
画
を
実
質
的
に
後

が
か
な
り
増
え
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
の
こ
と
は
何
を
予
測
さ
せ

る
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
一
般

論
だ
が
、
誰
か
と
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
た
り
家
族
が
い
れ
ば
、

体
や
身
辺
に
な
に
か
異
変
が
生

じ
た
と
き
、
気
づ
い
て
も
ら
え

る
可
能
性
が
高
い
し
、
助
け
も

求
め
や
す
い
。
反
対
に
、
近
親

者
の
い
な
い
一
人
住
ま
い
は
、

何
か
あ
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
は

高
い
。

　

近
年
で
は
、
こ
う
し
た
リ
ス

ク
に
備
え
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
な

宅
配
弁
当
業
者
や
新
聞
配
達
な

ど
が
、
本
人
や
家
族
、
あ
る
い

は
行
政
と
契
約
・
連
携
し
て
一

人
住
ま
い
の
人
の
安
否
な
ど
を

見
守
る
仕
組
み
も
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
見
守
り
カ
メ
ラ
に

よ
っ
て
遠
隔
か
ら
安
否
を
確
認

す
る
と
い
っ
た
情
報
技
術
の
活

用
も
進
化
し
て
い
る
。し
か
し
、

い
ず
れ
も
限
界
は
あ
る
。

　

一
人
暮
ら
し
の
気
楽
さ
、
快

適
さ
は
あ
り
、
一
人
が
い
い
と

い
う
人
も
も
ち
ろ
ん
い
る
か
ら

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
亡
く

な
る
の
は
仕
方
が
な
い
。
そ
れ

で
も
亡
く
な
る
と
き
は
、
誰
か

に
看
取
ら
れ
て
逝
き
た
い
と
思

う
の
が
人
情
だ
ろ
う
。
少
な
く

と
も
亡
く
な
っ
て
か
ら
時
間
を

お
い
て
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
れ

る
こ
と
に
は
誰
で
も
抵
抗
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

異
変
は
突
然
や
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
を
外
部
に
ど

う
知
ら
せ
る
か
、
知
っ
て
も
ら

う
か
。
日
ご
ろ
か
ら
個
人
と
し

て
、
外
部
と
の
つ
な
が
り
方
を

考
え
て
お
く
時
代
に
な
っ
た
。

（
波
）

年
の
間
に
65
歳
以
上
男
性
の

独
居
率
は
16
・
４
％
か
ら

26
・
１
％
と
大
き
く
上
昇
、

女
性
も
23
・
６
％
か
ら
29
・

３
％
に
上
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
〜
50
年

の
間
に
、
高
齢
単
独
世
帯
に

占
め
る
未
婚
者
の
割
合
は
、

押
し
し
ま
し
た
。
以
来
、
説

明
会
や
公
聴
会
な
ど
の
手
続

き
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

物
流
倉
庫
は
、
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
嫌
悪
施
設
と
の
認

識
か
ら
こ
れ
ま
で
は
郊
外
に

設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
、
急
増
す
る
ア
マ

ゾ
ン
な
ど
の
実
店
舗
を
持
た

な
い
ｅ
コ
マ
ー
ス
へ
の
対
応

や
、
施
設
で
働
く
労
働
者
の

確
保
を
有
利
に
進
め
る
た
め

に
、
鉄
道
の
駅
や
住
宅
街
に

接
近
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
生
じ
る
住
民
と
の

摩
擦
に
対
し
、
市
民
が
利
用

で
き
る
防
災
備
蓄
倉
庫
、
会

議
室
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
小

売
店
の
併
設
な
ど
を
用
い
る

こ
と
は
一
般
化
し
、
西
加
瀬

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
と
ら
れ

川崎協同病院　管理栄養士　柏木 まり

モッツァレラチーズと
野菜のマリネ

発酵食品を食べよう！⑭

からだにやさしい料理   第62回  

【材料】（４人分）
・モッツァレラチーズ  100ｇ
・ミニトマト  120ｇ（約８個）
・ヤングコーン  80ｇ（約８本）
・ブラウンマッシュルーム  80ｇ（約８個）
★マリネ液（あらかじめ全て混ぜ合わせておく）
・オリーブオイル  大さじ２杯
・酢（お好みのもの）  大さじ２杯
・砂糖  小さじ1/2
・ハーブソルト（普通の塩でも可）  小さじ1/2 １人分　131㎉   　タンパク質4.6ｇ　塩分0.8ｇ

♥一口メモ：アクセントで少量の胡椒やすり
おろしにんにくを入れてもおいしい

【作り方】

❶  ヤングコーンは斜め切りで２～３等分に切る

ブラウンマッシュルームは縦に半分に切る

❷  ❶を耐熱ボウルに入れ、電子レンジ（600Ｗ：

２分）で加熱したのち、粗熱をとる

❸  ミニトマトは半分に切り、モッツァレラチー

ズは他の食材と同じ位の大きさに切る

❹  ❷に❸を入れて、★マリネ液も入れてかき混

ぜたのち、冷蔵庫で一晩寝かせて完成

男
性
が
33
・
７
％

か
ら
59
・
７
％
に
、

女
性
は
11
・
９
％

か
ら
30
・
２
％
に

増
加
。
未
婚
で
あ

れ
ば
、
配
偶
者
や

子
ど
も
は
ま
ず
い

な
い
か
ら
、
近
親

者
の
い
な
い
高
齢

単
独
世
帯
が
急
増

す
る
こ
と
に
な

る
。
特
に
一
人
住

ま
い
で
か
つ
近
親

者
が
い
な
い
男
性

く ら し ・ 社 会

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
融
和

策
で
住
民
に
長
期
に
わ
た
る
環

境
悪
化
を
許
容
さ
せ
る
や
り
方

と
、
公
害
防
止
を
柱
に
据
え
て

企
業
誘
致
や
生
産
性
の
向
上
を

支
援
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
へ
と
変
貌
さ
せ
て
き
た
川

崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
間
に

は
、
お
お
き
な
ず
れ
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

川
崎
市
は
、
２
０
１
９
年
に

甚
大
な
台
風
被
害
を
受
け
た
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
移
転
先
と
し

て
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
低

い
多
摩
区
の
丘
陵
に
広
が
る
生

田
緑
地
を
候
補
地
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
住
民
の
会

は
、
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
い
場
所

で
あ
る
こ
と
や
、
開
発
に
よ
る

動
植
物
へ
の
影
響
を
指
摘
し
、

市
政
１
０
０
周
年
の
事
業
と
し

て
、
西
加
瀬
へ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
移
転
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
訴
え
て
い
ま
す
。

工
場
跡
地
に
住
宅
地
と
調
和
で
き
る
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

計
画
の
中
止
を
求
め
住
民
ら
が
提
案

西
加
瀬
巨
大
物
流
倉
庫
建
設
に
異
議

ラグーンの孤樹©Vyacheslav Argenberg

計画地航空写真…「（仮称）西加瀬
プロジェクトに係る条例環境影響
評価書」より
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モ
ル
ッ
ク
、楽
し
ん
で
ま
す

モ
ル
ッ
ク
、楽
し
ん
で
ま
す

「
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
賞
」誕
生

「
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
賞
」誕
生

　

大
師
公
園
で

　

大
師
公
園
で

　
　
　
　

モ
ル
ッ
ク
を
楽
し
む

　
　
　
　

モ
ル
ッ
ク
を
楽
し
む

　

組
合
員
理
事
が

　

組
合
員
理
事
が

　
　
　
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操

　
　
　
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操

1313
年
目
の
体
操
教
室

年
目
の
体
操
教
室

　

川
崎
区
桜
本
に
あ
る
桜
川

公
園
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

体
操
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
観
音
支
部
の
す

み
れ
班
と
、
池
上
新
町
支
部

の
ひ
ま
わ
り
班
の
２
つ
の
モ

ル
ッ
ク
を
楽
し
む
班
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

半
年
く
ら
い
前
に
医
療
生

協
主
催
の
モ
ル
ッ
ク
体
験
を

し
た
３
人
か
ら
始
ま
り
、
今

で
は
15
人
ほ
ど
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
練
習
は
桜
川
公
園

で
週
２
〜
３
回
、
２
時
間
く

ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

ひ
と
月
く
ら
い
で
メ
ン
バ
ー

が
増
え
た
こ
と
と
、
医
療
生

協
で
道
具
を
貸
し
出
し
し
て

い
る
こ
と
が
班
登
録
の
き
っ

か
け
で
し
た
。
公
式
試
合
で

も
使
え
る
新
し
い
道
具
で
練

習
で
き
る
の
で
み
ん
な
喜
ん

で
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
毎
回
ワ
イ
ワ
イ

言
い
な
が
ら
楽
し
く
練
習
す

る
こ
と
で
、
健
康
の
た
め
に

も
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
他
の

チ
ー
ム
と
の
交
流
や
試
合
な

ど
は
し
た
こ
と
が
な
い
の

が
苦
手
な
人
も
い
ま
し
た

が
、
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

長
尾
堰
支
部　

ひ
ま
わ
り
班

 

　

馬
渡 

静
江

　

雨
天
の

時
は
除

き
、
毎
朝

小
田
公
園

に
集
ま
っ

て
ラ
ジ
オ

体
操
と
ウ

　

川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療

所
の
２
階
に
向
か
う
階
段

に
、
組
合
員
な
ど
の
作
品
を

飾
る
階
段
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、昨
年
12
月
か
ら
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品
の
中
で
、

「
素
敵
だ
な
ー
と
思
っ
た
作

品
」に
、プ
ロ
の
腹
話
術
師
か

　

４
月
４
日
午
後
２
時
か
ら

大
師
公
園
で
モ
ル
ッ
ク
を
し

ま
し
た
。
15
人
が
参
加
し
た

の
で
、
２
組
に
分
か
れ
て
ゲ

ー
ム
を
開
始
。
投
げ
た
の
に

届
か
な
か
っ
た
り
、
飛
び
越

え
て
し
ま
っ
た
り
、
う
ま
く

点
を
取
る
と
拍
手
が
起
っ
て

み
ん
な
笑
顔
で
す
。

　

１
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
み
ん
な
満
足
し
た

よ
う
で
、
参
加
の
組
合
員
か

ら
は
「
新
聞
配
付
し
て
も
い

い
で
す
よ
」
と
嬉
し
い
言
葉

も
あ
り
ま
し
た
。
元
支
部
長

の
上
野
政
子
さ
ん
も
「
天
気

ら「
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
賞
」が
授
与

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

は
展
示
の
中
間
で
発
表
さ
れ
ま

す
。
賞
の
誕
生
を
機
に
、「
ギ

ャ
ラ
リ
ー
見
学
者
が
増
え
る
と

い
い
な
あ
ー
」
と
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ

ん
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

理
事　

西
尾 

理
恵
子

の
47
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ひ
と
つ
目
の
企
画

は
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
拠

点
の
村
越
妙
美
さ
ん

が
「
ロ
コ
モ
体
操
」

で
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。「
自

宅
で
も
プ
リ
ン
ト
を

見
な
が
ら
や
り
た

い
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。
ふ
た
つ

目
の
企
画
は
「
し
ろ

並
木
が
非
常
に
美
し
い
所
も
あ

り
ま
す
。

 

小
田
支
部　

関
谷 

治
子

せ
て
い
ま
し
た
。
次
回
や
る
時

は
案
内
を
す
る
と
参
加
者
に
伝

え
ま
し
た
。

南
大
師
支
部　

支
部
長

 

　

佐
野 

セ
イ

「
い
き
い
き
班
」
が
合
同
主
催

し
て
、「
早
春
お
楽
し
み
会
」

を
２
月
26
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
が
ど
の
位
来
る
の

か
心
細
か
っ
た
の
で
す
が
、
主

催
者
も
び
っ
く
り
、
会
場
一
杯

た
に
ま
も
る
と
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ

ん
」
の
腹
話
術
で
す
。「
初
め

て
腹
話
術
を
見
て
感
動
！
」「
本

当
に
一
人
で
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
を

操
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
、

「
最
初
か
ら
最
後
ま
で
退
屈
し

な
い
で
楽
し
め
ま
し
た
」
な
ど

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
参
加
者
に
お
花
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
、
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

 

溝
ノ
口
支
部　

竹
内 

フ
ミ
子

　

川
崎
医
療
生
協
の
健
康
づ
く

り
委
員
会
で
は
、「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
体
操
」
を
広
め
る
組
合
員

を
増
や
そ
う
と
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
理
事
か

ら
学
ぼ
う
と
、
３
月
９
日
の
地

域
理
事
協
議
会
で
、
理
事
全
員

が
体
験
し
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
は
、
５

０
０
㏄
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
本

を
使
っ
て
、
遊
び
な
が
ら
上
半

身
の
運
動
神
経
や
筋
力
を
ゆ
る

く
鍛
え
ま
す
。
ボ
ト
ル
に
水
は

半
分
し
か
入
れ
な
い
の
で
、
ボ

ト
ル
が
不
安
定
に
な
り
、
動
作

が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
こ
こ

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
「
上
手
く
体
操
で
き
て
も
運

動
。
で
き
ず
に
、
落
し
て
拾
う

の
も
運
動
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う
と
始

め
た
川
崎
医
療
生
協
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
体
操
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
体
操
は
、
約
10
分
の
簡
単
な

も
の
で
普
及
し
や
す
く
、
班
会

や
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
役
立

ち
そ
う
で
す
。

 

理
事　

栗
山 

克
之

　

高
津
区

の
北
見
方

公
民
館

で
、
溝
ノ

口
支
部
の

「
結
い
の

会
班
」
と

　

昨
年
12
月
は
古
向
支
部
の
吉

成
和
歩
さ
ん
（
イ
ラ
ス
ト
画
）、

２
月
は
新
川
崎
支
部
の
長
澤
昭

子
さ
ん
（
川
柳
）
が
受
賞
（
写

真
）。
展
示
期
間
は
２
ヵ
月
ご

と
で
、「
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
賞
」

天
気
の
い
い
日
に
は
遠
く
富
士

山
も
は
っ
き
り
判
る
ほ
ど
見
え

て
気
分
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
春
の
草

花
の
芽
吹
き
を
見
た
り
、
ワ
ン

ち
ゃ
ん
と
じ
ゃ
れ
合
っ
て
遊
ぶ

の
も
面
白
く
い
い
運
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ま

だ
始
め
て
い
な
い
人
の
参
加
を

募
っ
て
い
ま
す
。
小
田
公
園
で

夏
は
朝
６
時
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。
人
に
よ
っ
て
は
鶴
見
川
の

川
沿
い
を
歩
き
ま
す
。
途
中
桜

　

ひ
ま
わ
り
班
は
、
小
松
厚

志
運
動
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導

で
、
月
１
回
体
操
教
室
を
は

じ
め
て
今
年
で
13
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
も
10
人
ほ

ど
が
集
ま
り
元
気
に
体
操
を

し
て
い
ま
す
。

　

体
操
は
、
筋
肉
の
強
化
の

た
め
に
ゆ
っ
く
り
と
ラ
ジ
オ

体
操
で
始
ま
り
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
久
々
に
リ
ズ
ム
体
操

を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
春
が
来
た
」
の
曲
に

あ
わ
せ
、
一
番
は
前
に
１
歩

進
ん
で
拍
手
、
２
番
は
後
に

下
が
っ
て
、
３
番
は
一
小
節

の
中
間
に
拍
手
を
し
な
が

ら
、
足
も
前
後
左
右
に

で
、
近
く
で
活
動
し
て
い
る

チ
ー
ム
と
試
合
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

　

ル
ー
ル
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
く
、
子
ど
も
か
ら
年
配

者
ま
で
が
無
理
な
く
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
モ
ル
ッ

ク
人
口
が
増
え
た
ら
嬉
し
い

と
班
の
み
ん
な
で
話
し
て
い

ま
す
。

観
音
支
部　

す
み
れ
班

 

　

吉
澤 

光
良スキットル（ピン）を並べる

気持ちいい朝の体操

ロコモ体操で手をあげて

ゴローちゃん賞の証し

音楽にあわせて体を動かして…

当たるかな！　ホイッ！

動
か
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し

い
け
ど
、
脳
ト

レ
を
兼
ね
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
手

の
指
を
折
っ
た

り
開
い
た
り
し

て
、
折
り
曲
げ

な
が
ら
１
，２
，

３
と
数
え
る
の

で
は
な
く
、あ
、

い
、
う
、
え
、

お
で
数
え
る
な

ど
、
難
易
度
も

高
く
、
リ
ズ
ム

ラジオ体操でラジオ体操で
新班発足新班発足

早春早春
お楽しみ会をお楽しみ会を
終えて終えて

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た

組
合
員
が
集
ま
り
、
４
月
に

新
た
な
班
の
登
録
を
し
ま
し

た
。
班
の
名
前
は
「
ラ
ジ
オ

体
操
班
」。

　

体
操
は
、
４
月
か
ら
は
朝

６
時
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

が
よ
く
な
っ
た
の
で
散
歩
つ
い

で
に
来
た
」
と
元
気
な
顔
を
見



組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

（５） ２０２４年５月１日 第６９３号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ３月度　33支部　133班　835人

大師東支部
くちなし 懇談 4
リラ 今期のまとめ 4
大師レインボー支部
野菊の会 折紙で作ろうオヒナサマ 4
南大師
グルメ 春にむけて 3
露草の会 お花見 8
大師中央支部
エンゼル① 身の廻りの物・手づくり品を描こう 4
おしゃべり喫茶 お花見気分でおしゃべり 7
カミツ どくしょ会 3
マーガレット 松坂牛とミステリーツアー 4
わろてんか 大師寄席 3
建設一般 春の拡大 10
東門前 おしゃべり 6
年金大師 こん談 3
民商 懇談会 3
大師フレンド支部
ウォーキング ストレッチ体操 6
おしゃべり 通信販売について 8
おりづる 各自作品作り・血圧チェック 3
お絵かき 各自で各テーマを描く 5
さくら会 英会話の復習 5
ひまつぶし 脳トレ 3
リトルハンズ リラックスヨガ 12
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック 7
リメイク 手芸・歌 5
歴史班 ビキニデーに参加して・ゼロ

からの資本論読み合わせ
6

藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 8
向日葵 絵手紙 3
欅 茶話会 5
藤崎南支部
モルック モルック練習 9
観音支部
あるこうかい 久本横穴墓群へ 11
すみれ モルック参加 6
プラチナ 新年号のニュースからの質問への回答他 11
健康マージャン 健康麻雀 16

池上新町支部
ひまわり モルック 5
冥加 認知症予防体操 13
踊り 運動のため 8
桜本支部
黄金 ティッシュカバー・手芸 5
大島支部
あかり 書道 6
すずらん 茶話会 3
深瀬 昼食会　4丁目にある初めて

のお店の下見に行く
3

未摘花 ストレッチ・ダンベル体操 3
浜町支部
エチュード おはなし会（青丘社） 9
クラフト カゴ作り 4
プアカーネーション フラダンス 7
プルメリア フラダンス 4
渡田支部
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク 9
小田支部
ころぼっくる 緑道散策 4
たんぽぽ 食事バランスガイドを見て 3
ちょこっとウォーク 桜ももう少しで咲きそうです 20
ムーミン村のモルック モルックで遊ぼう 3
夏つばき 河津桜を見て花見 3
桜 私の健康くらべ 13
東小田支部
さつき 血圧チェック 6
小田7丁目公園 ペットボトル体操 7
浅田支部
おりづる 桜の壁掛け(額縁入り) 7
けやき 体操・ウォーキング 4
ばぁばとじぃじの手習い 筆づかい自由に書を楽しむ 7
ひまわり 折り紙・八重桜と額 7
京町支部
スキットル モルック 10
セカンド 体操(自彊術) 3
ロード 桜がちらほら咲き始め 3
古流生花 生け花 9
手芸 作品作り・ふれあいルーム展示片付け 9
川崎駅前支部

人 人

IT バス旅行 3
あじさい 椿の花と葉を描こう 7
あゆみ ペットボトル体操 7
キャロット ニュース配付 5
なわて 政治の話 9
御幸支部
さくら 健康チェック・健康チャレンジについて 3
紅葉 ストレッチ・ダンベル体操 5
南河原支部
オレンジ 新聞ちぎり絵 6
シネマ班 映画鑑賞「私の幸せな結婚」 7
マウンテンヒルズ 血圧チェック 3
モンチッチ BP測定 3
古向支部
くちなし フレイル体操 7
さくら 吊りこいのぼり 4
日の出 太極拳で健康作り 7
新川崎支部
プラチナ 認知症を学ぶ 6
やよい 布で作るヒマワリブローチ・布で作

るチューリップ作り・布で作るバラ
6

ラビット ゆる体操 8
元美人 ゴキブリ団子づくり 10
玉川支部
きら美 足指力チェック 8
青空平間会 体操・脳トレ 5
住吉支部
うぐいす フレイル予防 3
コスモス おしゃべり 4
雲雀 麻雀を楽しむ 8
気功と太極拳 気功と24式の「基本」 8
西加瀬 フレイル予防 5
川柳の会 すみよしに載せる句を作る 4
小杉支部
さくら 年間計画作り 4
ヤマブキ 健康チャレンジの結果返し 3
溝ノ口支部
いきいき 脳いきいき 3
いまが青春 健康麻雀、将棋 11
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う 4
バードウオッチング 鳥と自然観察 4
ゆいの会 ニュースセット 6
囲碁サロン 囲碁 4
公園体操 高津公園体操 12

水彩画 桜を描く 4
橘支部
アカシヤ クロスワードクイズ 8
シクラメン 外食研修 20
すずめ 健康麻雀 7
ダンベル ウォーキングの科学 5
つれづれ 健康麻雀 14
プラザ 脳トレ体操 11
フラワーレディズ 健康ウォーキング 8
梶ヶ谷 ニュースセット、体組成チェック 3
癒しのお手玉 遊びの基本と春の遊び 12
たかつ支部
クｲーン 旧前田家本邸見学・散策 6
宮前支部
シネマ 映画上映会 13
しんぶんちぎり絵 作品作り 3
すみれ 骨密度チェック 骨を丈夫に！ 5
ひまわり 年間計画 5
五所塚 映画鑑賞 4
長尾住宅 血管年齢チェック 9
南平 脳トレ 5
白幡台 我が家の健康談義 5
野川南台 年間計画 3
長尾堰支部
アジサイ 2024年度計画 4
すずめ 脳トレーニング 4
ひまわり 転倒防止体操 11
ラフランス マージャンを楽しむ 3
第４長尾 健康診断の結果返しと年間計画 5
茶の実 健診結果返し　年間計画 5
歩歩路 ひなまつり　来年度計画 4
宿河原支部
あじさい 人形町七福神巡り 5
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 6
パークゴルフ 健康維持のパークゴルフ 5
モルック モルック競技 5
多摩支部
寺尾台 介護予防のための体操など 5
麻生南支部
お絵かき お絵かき 7
キルトのなかま ヨーヨーキルト 6
なんじゃもんじゃ 早春の野草観察　浄慶寺・

妙福寺から杣谷戸寺家
5

柿生会 講義・作品歌評 11

人 人

診
療
所
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
登
場
！

診
療
所
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
登
場
！

　

中
原
区
に
あ
る
「
な
か
は

ら
看
護
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
」
が
、
川
崎
市
の
「
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
」
の
受
託
も
と
で
運
営
し

て
い
る「
か
ふ
ぇ
上
平
間（
交

流
ス
ペ
ー
ス
）」
で
、
２
月

21
日
「
口
腔
ケ
ア
学
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
生
協
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
宇
根
有
沙
衛
生
士
と

澁
谷
由
以
歯
科
助
手
で
、「
か

ふ
ぇ
上
平
間
」
を
利
用
し
て

る
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の9

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習

会
で
は
、
高
齢
者
が
歯
を
抜

け
た
ま
ま
に
放
置
す
る
と
、

認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク
や
転

倒
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員

で
口
腔
機
能
低
下
を
知
る
た

め
の
測
定
を
し
た
と
こ
ろ
、

残
念
な
が
ら
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
が
乾
燥
状
態
を
示
し
て

い
ま
し
た
。最
後
に
、唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
方
や
、
口

と
舌
の
体
操
を
全
員
で
練
習

し
て
学
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

荒
金
敏
彦

　

今
年
の
１
月
か
ら
セ
ツ
ル

診
療
所
中
待
合
に
28
イ
ン
チ

サ
イ
ズ
の
モ
ニ
タ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
職
員

の
広
報
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ア

に
よ
る
も
の
で
す
。今
ま
で
、

掲
示
板
は
お
知
ら
せ
や
ポ
ス

タ
ー
が
貼
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
て
、い
つ
貼
っ
た
の
か
、

い
つ
ま
で
掲
示
す
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

掲
示
物
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ

て
、
も
っ
と
利
用
者
に
注
目

し
て
も
ら
お
う
と
こ
の
ほ
ど

モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
音
は
出
ま
せ
ん
が
、
内

容
ご
と
に
画
面
が
変
り
ま
す
。

診
療
所
に
来
た
人
か
ら
「
モ
ニ

タ
ー
を
見
た
よ
」
と
声
を
か
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
情

報
が
利
用
者
に
よ
り
よ
く
届
く

よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所　

事
務
長　

鈴
木
直
美

西野さん

壁にかけられたモニター

「口腔ケア「口腔ケア
学習会」開催学習会」開催

　

２
月
４
日
に
川
崎
市
教
育
文

化
会
館
で
行
わ
れ
た
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま

り
ば
理
事
長
の
西
野
博
之
さ
ん

の
講
演
「
不
登
校
を
み
ん
な
で

考
え
る
〜
子
ど
も
の
居
場
所
を

考
え
る
」
で
、
西
野
さ
ん
は
、

学
校
に
行
け
な
く
な
る
経
過
や

親
と
し
て
の
考
え
方
を
話
し
ま

し
た
。
以
下
、
西
野
さ
ん
の
講

演
そ
の
３
を
要
約
し
ま
す
。

　

学
校
の
中
の
音
や
柔
軟
剤
や

給
食
の
に
お
い
な
ど
に
耐
え
ら

れ
ず
学
校
に
行
け
な
く
な
る
。

Ｄ
Ｖ
の
家
庭
で
は
父
親
の
母
親

へ
の
暴
力
で
、
自
分
が
学
校
行

っ
て
い
る
間
に
母
親
が
家
出
し

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
、
心
配
で
学
校
に
行
け
な
く

な
る
。
先
生
の
大
き
な
声
が
苦

手
。
い
じ
め
っ
子
が
嫌
で
行
け

な
く
な
る
。

　

大
人
は
、
学
校
に
行
け
な
い

原
因
を
つ
ぶ
せ
ば
子
ど
も
が
学

校
に
け
る
と
考
え
行
動
す
る

が
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も
を
追

い
詰
め
る
。

　

子
ど
も
の
体
に
反
応
が
出
た

と
き
は
、
体
の
声
を
聞
く
し
か

な
い
。
頭
痛
腹
痛
、
目
を
パ
チ

パ
チ
す
る
チ
ッ
ク
現
象
、
咳
ば

ら
い
を
よ
く
す
る
、
ず
っ
と
手

を
洗
う
、
３
〜
４
時
間
風
呂
に

入
る
。
こ
れ
ら
の
強
迫
的
な
神

経
症
状
が
出
て
い
る
時
は
、
無

理
を
さ
せ
ず
に
休
息
さ
せ
る
。

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
と

す
る
親
は
多
い
が
、
子
ど
も
が

ズ
ル
し
て
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
。
朝
起
き
て
、
制
服
を

着
て
、
教
科
書
も
準
備
し
、
食

事
も
す
ま
せ
、
あ
と
は
勇
気
を

出
し
て
学
校
に
向
か
う
だ
け
な

の
に
、
動
け
な
い
。
み
ん
な
は

当
た
り
前
に
学
校
に
い
く
の

に
、
自
分
は
で
き
な
い
。
出
来

損
な
い
だ
、
母
さ
ん
困
ら
せ
て

い
る
ダ
メ
な
子
だ
。
発
狂
し
そ

う
に
な
る
ほ
ど
自
分
を
責
め
た

と
き
に
、
人
間
の
体
は
良
く
で

き
て
い
て
、
朝
起
き
ら
れ
な
い

体
を
つ
く
り
出
す
。
朝
方
眠
り

に
つ
き
、夕
方
に
起
き
て
き
て
、

も
う
今
か
ら
じ
た
ば
た
し
て
も

学
校
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

段
階
で
、
初
め
て
あ
き
ら
め
が

つ
く
。
こ
の
段
階
で
少
し
気
が

楽
に
な
っ
て
、
今
日
も
休
む
こ

と
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
こ
こ
か
ら
元
気
が
出

て
き
て
、
ま
た
ゲ
ー
ム
や
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
に
は
ま
り
、
結
果

的
に
昼
夜
逆
転
に
つ
な
が
る
。

　

で
も
こ
れ
が
メ
ン
タ
ル
な
病

気
を
発
症
す
る
の
を
防
い
で
い

る
と
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き

る
。
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
は
追

い
詰
め
す
ぎ
る
と
、
本
当
に
苦

し
い
病
気
を
発
症
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
ど
こ
か
で
子
ど

も
の
気
持
ち
を
逃
が
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
事
。

　

ゲ
ー
ム
機
を
親
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
子
が
２
〜
３
週
間
後
に

自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
事

例
が
あ
っ
た
。
こ
の
子
に
と
っ

て
ゲ
ー
ム
だ
け
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
だ
っ
た
。
不

登
校
経
験
者
の
ほ
と
ん
ど
が

「
あ
の
時
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
た
か

ら
生
き
て
こ
ら
れ
た
」
と
話
し

て
い
る
。
今
は
ゲ
ー
ム
が
子
ど

も
を
救
っ
て
い
る
と
思
え
ば
い

い
。

　

こ
の
先
に
未
来
は
あ
る
、「
今

は
苦
し
い
け
ど
い
つ
か
き
っ
と

何
と
か
な
る
ん
だ
」
と
思
え
れ

ば
、
親
も
少
し
気
持
ち
が
楽
に

な
る
の
で
は
。

不登校の背景にあるものは　　その３

今は苦しいがいつか、という期待今は苦しいがいつか、という期待
若者の実情に詳しい西野博之さんの講演から
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姥
ヶ
森
弁
財
天
と
井
戸

　（
川
崎
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

う
ば     

が     

も
り 

　

シリーズ

第5２回
シリーズ

第5２回

　

東
西
に
約
31
ｋ
ｍ
、
南
北
に
約
19
ｋ
ｍ
。
東
京
と
横
浜
に
挟

ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南

で
は
街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ

ざ
る
見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
、
川
崎
区
鋼
管
通
３
丁
目

に
あ
る
「
姥
ヶ
森
弁
財
天
と
井
戸
」
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

溝
口
敬
人

　
「
姥
ヶ
森
弁
財
天
と
井
戸
」

は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
か
ら
バ
ス
で
約

15
分
、「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
前
」
バ
ス
停

で
降
り
て
徒
歩
１
分
。
市
電
通

り
を
進
み
、
最
初
の
右
手
の
路

地
へ
。
少
し
歩
く
と
姥
ヶ
森
町

内
会
館
と
、
そ
の
手
前
に
「
姥

ヶ
森
弁
財
天
と
井
戸
」
が
見
え

て
き
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
か
つ
て
「
姥
ヶ

森
」
と
い
う
地
名
で
し
た
。
松

林
の
あ
る
小
高
い
丘
に
新
田
義

貞
の
家
臣
で
あ
る
亘
新
左
衛
門

源
早
勝
の
隠
居
所
と
み
ら
れ
る

潰
れ
屋
敷
・
古
井
戸
・
祠
が
あ

り
、
明
治
初
期
に
稲
毛
神
社
の

神
官
に
見
て
も
ら
っ
た
所
、
祠

に
祀
ら
れ
て
い
た
の
は
弁
財
天

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
姥
が

住
ん
で
い
た
森
で
あ
る
か

ら
、「
姥
ヶ
森
弁
財
天
」
と

命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
姥
ヶ
森
弁

財
天
と
井
戸
に
は
二
つ
の
言

い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
「
昔
、
山
王
社

を
厚
く
信
仰
す
る
老
婆
が
お

り
、
毎
朝
森
の
池
に
湧
く
清

水
を
汲
み
神
前
に
供
え
て
ま

し
た
。
そ
の
老
婆
の
死
後
に

姥
ヶ
森
弁
財
天
と
し
て
祀
ら

れ
た
」
と
い
う
こ
と
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
昔
、
姥

ヶ
森
と
言
う
弁
財
天
を
祀
る

森
が
あ
り
、
新
田
義
貞
公
が

寄
進
し
た
馬
場
と
御
手
洗
池

が
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
１
人

の
乳
母
が
山
王
様
の
神
様
の

童
子
を
連
れ
て
馬
競
べ
を
見
て

い
た
と
こ
ろ
、
童
子
が
転
び
、

片
眼
を
失
い
、
そ
れ
が
も
と
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
。そ
れ
以
来
、

森
や
池
に
す
む
土
物
が
み
ん
な

片
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　

地
名
が
現
在
の
「
鋼
管
通
」

に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
明
治
39

年
の
、
複
数
の
神
社
を
１
町
村

ご
と
１
社
に
統
廃
合
さ
せ
る

「
小
神
社
合
祀
令
」
に
よ
っ
て

弁
財
天
が
渡
田
２
丁
目
の
「
新

田
神
社
」
境
内
に
移
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
の
よ
う
で
す
。

　

新
田
神
社
に
移
さ
れ
た
弁
財

天
は
、
稲
毛
神
社
の
「
川
崎
山

王
祭
」
の
大
神
輿
が
詣
で
る
神

様
の
休
憩
所
に
な
っ
て
い
て
、

大
神
輿
が
弁
財
天
前
に
着
く

と
、
神
輿
の
渡
御
の
無
事
を
祈

願
す
る
た
め
、
姥
ヶ
森
町
内
会

役
員
が
井
戸
か
ら
汲
ん
で
き
た

御
神
水
を
神
前
に
供
え
る
と
い

う
儀
式
が
行
わ
れ
ま
す
。「
こ

の
御
神
水
を
神
輿
に
ふ
り
か
け

な
い
と
、
神
様
が
怒
っ
て
神
輿

が
無
事
に
お
さ
ま
ら
な
い
」
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で

す
。

　

地
名
変
更
後
も
地
元
の
人
々

は
「
姥
ヶ
森
」
の
名
前
を
「
姥

ヶ
森
町
内
会
」
と
残
し
、
町
内

会
館
の
隣
に
弁
財
天
を
祀
り
、

御
手
洗
池
の
跡
と
い
わ
れ
る
御

神
水
の
井
戸
を
ず
っ
と
守
っ
て

き
ま
し
た
。

読
者
の
声

を
苦
し
め
て
い
る
人
の
多
い

こ
と
。「
男
は
バ
リ
バ
リ
働

い
て
」「
女
は
子
ど
も
を
産

ん
で
当
た
り
前
」。
誰
か
の

都
合
で
作
ら
れ
た
「
常
識
」

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
誰
も
が
安

心
す
る
社
会
に
。
人
権
を
何

よ
り
大
切
に
し
て
い
る
民
医

連
の
綱
領
に
誇
り
を
感
じ
ま

す
。新

聞
配
付
は
脳
ト
レ

川
崎
区　

岩
本
千
賀
子
64

　

組
合
員
さ
ん
が
去
年
応
募

し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
景

品
を
届
け
に
自
宅
ま
で
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
そ
の
方
が
前
に
飼
っ
て

い
た
犬
の
散
歩
の
時
の
犬
友

で
、
驚
き
ま
し
た
。
私
は
、

犬
と
一
緒
に
転
居
し
て
、
マ

ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で
、
こ
こ

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
聞
配
付

の
お
手
伝
い
を
頼
ま
れ
ま
し

た
。
仕
分
け
作
業
に
は
参
加

で
き
な
い
け
れ
ど
、
配
付
だ

け
な
ら
と
Ｏ
Ｋ
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
合
ポ
ス
ト

投
函
も
初
め
て
な
の
で
、
手

こ
ず
り
ま
し
た
が
、
脳
ト
レ

し
て
る
み
た

い
で
、
楽
し

く
で
き
ま
し

た
。休

み
の
日
は
歩
い
て

　

川
崎
区　

馬
場
昌
子
55

　

健
康
維
持
の
た
め
、
休
み

の
日
は
な
る
べ
く
歩
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
川

崎
駅
近
く
の
ア
ー
ト
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
し
て
い
た
「
い
け

花
と
茶
の
湯
の
会
」
に
同
職

場
の
方
が
い
け
花
を
習
っ
て

い
て
、
展
覧
会
に
出
品
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
て
ら
藤
崎
か
ら
歩

い
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
す

て
き
な
作
品
を
見
学
し
た

後
、
抹
茶
と
お
茶
菓
子
も
い

た
だ
き
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
、

ま
た
藤
崎
の
自
宅
ま
で
歩
い

て
帰
り
ま
し
た

平
和
の
良
さ
を
痛
感

　

中
原
区　

小
松
美
子
76

　

毎
回
戦
争
体
験
を
読
ん
で

戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
て
つ

く
づ
く
平
和
の
良
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

「
ら
し
さ
」っ
て
何
？

川
崎
区　

長
谷
川
貴
子
50

　

協
同
病
院
の
事
務
で
働
い

て
い
ま
す
。
最
近
、
男
ら
し

さ
、
女
ら
し
さ
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
多
い
で
す
。「
普

通
」
を
求
め
、幸
せ
な
「
形
」

を
求
め
、
そ
う
い
う
姿
に
な

ら
な
い
こ
と
に
自
分
で
自
分

男
女
七
人
夏
物
語

　

鎌
田
敏
夫
（
小
説
家
・
脚

本
家
）
作
の
『
男
女
七
人
夏

物
語
』
は
、
１
９
８
６
年
に

ヒ
ッ
ト
し
た
小
説
で
あ
り
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
で
す
。
20
代
30

代
の
男
女
７
人
の
仕
事
や
恋

愛
が
も
つ
れ
あ
う
日
々
を
描

い
た
作
品
で
、
ド
ラ
マ
脚
本

も
鎌
田
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
は
１
９
８
６
年
７

月
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
放
送

さ
れ
、
最
終
回
は
同
年
９
月

末
（
全
10
話
）
で
し
た
。
原

作
は
９
月
１
日
に
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

物
語
は
、
木
更
津
に
住
み

川
崎
に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ベ
ル
社
」
に
フ
ェ
リ
ー
で

勤
め
る
今
井
（
明
石
家
さ
ん

ま
）
と
雑
誌
ラ
イ
タ
ー
の
神

崎
（
大
竹
し
の
ぶ
）
な
ど
を

中
心
に
展
開
。
ド
ラ
マ
主
題

歌
は
石
井
明
美
の
「
Ｃ
Ｈ
Ａ

―
Ｃ
Ｈ
Ａ
―
Ｃ
Ｈ
Ａ
」
で
ド

ラ
マ
人
気
も
相
ま
っ
て
ヒ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

　

翌
年
10
月
か
ら
は
続
編
と

し
て
『
男
女
七
人
秋
物
語
』

が
ス
タ
ー
ト
。
こ
ち
ら
も
舞

台
は
川
崎
が
中
心
で
、
神
崎

は
鹿
島
田
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
他

に
も
川
崎
球
場
（
現
富
士
通

ス
タ
ジ
ア
ム
川
崎
）
や
川
崎

ア
ゼ
リ
ア
な
ど
の
シ
ー
ン
が

あ
り
、
さ
ら
に
鶴
見
の
釣
船

屋
を
営
む
沖
中（
岩
崎
宏
美
）

や
Ｊ
Ｒ
鶴
見
線
国
道
駅
が
登

場
し
ま
す
。

　

最
高
視
聴
率
は
36
％
を
記

録
し
、
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
で

１０３

現
代
に
描
か
れ
る
川
崎
編

『
原
作
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』

　

森
川
由
加
里
の
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

　

Ｍ
Ｅ
」
も
ヒ
ッ
ト
し
ま
し

た
。

　

当
時
開
業
し
た
ば
か
り
の

川
崎
ア
ゼ
リ
ア
の
シ
ー
ン
な

ど
、
川
崎
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た

ド
ラ
マ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ち
な
み
に
原
作
や
ド
ラ
マ

で
出
て
き
た
浮
島（
川
崎
区
）

〜
木
更
津
フ
ェ
リ
ー
は
１
９

９
７
年
に
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
が
開
通
し
、
現
在
は
バ

ス
路
線
（
川
崎
駅
〜
木
更
津

駅
）に
切
り
替
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ

っ
た
場
所
は
現
在
、
浮
島
町

公
園
に
な
っ
て
い
て
、
羽
田

空
港
の
離
発
着
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー

　

柴
門
ふ
み
（
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・
漫
画
家
）
原
作
の
『
東

京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』
は
１

９
８
８
年
よ
り
、
コ
ミ
ッ
ク

誌
で
の
連
載
が
は
じ
ま
り
、

１
９
９
１
年
１
月
〜
３
月
に

か
け
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で

ド
ラ
マ
放
送
（
全
10
話
）
さ

れ
ま
し
た
。

　

赤
名
リ
カ（
鈴
木
保
奈
美
）

と
永
尾
完
治
（
織
田
裕
二
）

の
２
人
を
中
心
と
し
た
恋
愛

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
原
作
と
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
は
設
定
が
変
わ
っ

て
い
て
、
原
作
の
赤
名
リ
カ

は
商
社
マ
ン
の
娘
で
ジ
ン
バ

ブ
エ
育
ち
。奔
放
な
性
格
で
、

上
司
と
不
倫
関
係
に
な
り
子

ど
も
を
身
籠
り
パ
ニ
ッ
ク
障

害
も
抱
え
る
な
ど
、
少
々
シ

リ
ア
ス
な
ス
ト
ー
リ
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
川
崎

に
住
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る

設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
の

赤
名
は
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
帰

国
子
女
で
、会
社
の
上
司（
西

岡
徳
馬
）
と
は
過
去
に
不
倫

関
係
に
あ
り
、
ま
た
ド
ラ
マ

を
見
る
限
り
で
は
山
手
線
沿

線
に
住
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
ド
ラ
マ
主
題
歌
の
小
田

和
正
「
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
は

突
然
に
」
は
大
ヒ
ッ
ト
ソ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。
柴
門
ふ

み
の
要
請
も
あ
り
原
作
の
手

か
ら
は
離
れ
、
ド
ラ
マ
独
自

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
一
世
を
風

靡
し
ま
し
た
。（
ネ
タ
バ
レ

で
す
み
ま
せ
ん
）

　

原
作
、
脚
本
、
音
楽
、
有

名
俳
優
の
起
用
な
ど
、
視
覚

的
・
聴
覚
的
に
物
語
を
展
開

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
全

盛
期
だ
っ
た
時
代
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

神
奈
川
民
医
連

事
務
局
次
長　

岡
琢
也

フェリーターミナルのあった浮島公園

新田神社内の姥ヶ森弁財天

姥ヶ森弁財天

御神水の井戸



読　者　の　広　場

③　

人
工
〇
〇
星
。

　
　

〇
〇
星
放
送

④　

巨
大
な
こ
と
。
百
万
倍
を

表
わ
す
。
〇
〇
ヘ
ル
ツ
。

〇
〇
ト
ン

⑤　

お
子
様
〇
〇
〇
に
は
旗
が

立
っ
て
い
ま
す

⑥　

縄
文
時
代

　
　

の
土
で
作

　
　

っ
た
人
形

⑧　

母
の
日
の
花

⑩　

〇
〇
〇
〇
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

を
忘
れ
る

⑫　

童
謡
♪
「
お
お
き
い
〇
〇

〇
は
お
と
う
さ
ん
」

⑮　

〇
〇
〇
〇
下
暗
し

⑯　

ア
カ
デ
ミ

　
　

ー
賞
・
視

　
　

覚
効
果
賞
を

　
　

受
賞
し
た

　
　
『
〇
〇
〇

　
　

マ
イ
ナ
ス
ワ
ン
』

⑰　

ワ
イ
ン
の
瓶
の
栓

⑲　

示
威
運
動
の
行
進
。
〇
〇

行
進

①　

分
別
し
て

　
　

出
し
ま
し
ょ
う

③　

緑
玉
石
と
も
呼
ば
れ
る
５

月
の
誕
生
石
。
〇
〇
〇
〇

〇
グ
リ
ー
ン

⑦　

セ
メ
ン
ト
製
造
の
原
料

⑨　

Ａ
Ｉ
は
「
人
工
〇
〇
〇
」

⑪　

日
本
国
の
別
名
。

　
　

大
和

　
　

〇
〇
〇

⑬　

〇
〇
サ
イ
ン
は
「
行
け
」

「
進
行
せ
よ
」
の
合
図

⑭　

生
兵
法
は
大
け
が
の
〇
〇

⑯　

囲
碁
に
は
必
需
品
で
す
。

白
と
黒
の
〇
〇
〇

⑰　

ポ
ツ
ン
と
あ
る
島

⑱　

ア
ル
プ
ス
地
方
特
有
の
民

　
　

謡

⑳　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
種
で
、
ス
タ

ン
プ
や
既
読
機
能
も
あ
り

ま
す

㉑　

５
番
目
に
太

　
　

陽
に
近
い
惑
星

①　

楽
譜
を
書
く
た
め
の
用
紙

②　

〇
〇
蜂
。

　
　

〇
〇
蝋

（７） ２０２４年５月１日 第６９３号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

第335回

の
ヒ
ナ
10
羽
。
一
週
間
後
に

行
っ
た
と
き
に
は
、
た
っ
た

２
羽
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ラ
ス
に
や
ら
れ
た
と
の
こ

と
、
自
然
界
の
厳
し
さ
を
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
２
羽
の
無

事
の
成
長
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。手

前
み
そ
で
す
が

高
津
区　

福
川
と
も
子
68

　

何
年
か
前
に
、
味
噌
作
り

を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
作

り
個
々
に
分
け
て
自
分
の
家

で
熟
成
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
家
の
菌
が
い
て
、
味
が
同

じ
に
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

ス
キ
ー
仲
間
に
感
謝

麻
生
区　

若
槻
武
行
78

20
年
ぶ
り
ス
キ
ー
を
再

開
。
悪
戦
苦
闘
で
転
倒
し
た

ら
自
力
で
立
ち
上
が
れ
な

い
。止
め
て
帰
り
た
く
な
る
。

そ
れ
で
も「
迷
惑
で
は
な
い
」

と
励
ま
す
仲
間
。
私
が
調
子

を
取
り
戻
す
の
を
自
分
の
喜

び
の
よ
う
な
笑
顔
だ
。「
悠

遊
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
合
言

葉
は
「
平
和
で
な
い
と
ス
キ

ー
は
で
き
な
い
」。
参
加
者

の
半
分
以
上
は
80
歳
超
の
先

輩
。
ほ
と
ん
ど
が
川
崎
医
療

生
協
の
仲
間
で
す
。
新
目
標

が
で
き
、
来
期
に
備
え
体
力

づ
く
り
だ
。

母
か
ら
引
き
継
ぎ

高
津
区
山
口
和
子

　

亡
く
な
っ
た
母
が
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
を
よ
く
楽
し
ん
で
や

っ
て
い
ま
し
た
。
今
度
は
、

私
が
引
き
継
い
で
や
っ
て
い

ま
す
。
初
め
て
図
書
カ
ー
ド

が
当
た
り
ま
し
た
。

ヒ
ナ
の
無
事
を
祈
り

高
津
区　

吉
田
美
砂
子
72

　

江
川
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
の

水
路
で
生
ま
れ
た
カ
ル
ガ
モ

不
思
議
で
す
ね
。
手
前
み
そ

で
す
が
、
美
味
し
く
で
き
ま

し
た
。

学
校
の
実
態

麻
生
区　

岡
野
由
美
子
65

　

山
田
太
一
さ
ん
が
亡
く
な

っ
た
。
ま
た
昭
和
の
宝
が
去

っ
た
。
30
年
前
、
高
津
市
民

館
で
上
演
さ
れ
た
舞
台
「
教

員
室
」。
当
時
中
学
校
に
勤

務
し
て
い
た
私
は
、
学
校
の

実
態
を
こ
こ
ま
で
詳
細
に
捉

え
た
も
の
を
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
荒
れ
る
中
学
校
の

生
徒
に
ど
う
向
か
い
合
う
べ

き
か
？
こ
の
議
論
は
今
の
学

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

EDA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

日
下
恵
美
子
（
川
崎
区
）

延
原
清
子

（
川
崎
区
）

井
上
ま
さ
子
（
川
崎
区
）

淡
路
恭
光

（
幸　

区
）

小
松
美
子

（
中
原
区
）

小
林
正
通

（
高
津
区
）

滝
沢
美
恵

（
高
津
区
）

石
山
啓
子

（
宮
前
区
）

原
口　

明
枝
（
多
摩
区
）

山
下
房
子

（
多
摩
区
）

津
久
井
志
津
江（
麻
生
区
）

岡
野
由
美
子
（
麻
生
区
）

〈
敬
省
略
〉

　

３
月
号
の
答
は
「
ワ
カ
サ

ギ
ツ
リ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
２
７
３
人
（
正
解
は
２
７

０
人
）。
内
訳
は
川
崎
区
１

４
７
人
・
幸
区
14
人
・
中
原

区
18
人
・
高
津
区
26
人
・
宮

前
区
10
人
・
多
摩
区
28
人
・

麻
生
区
22
人
・
市
外
５
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

福
田
政
子

（
川
崎
区
）

　

柴
田
政
子

（
川
崎
区
）

　

藤
本
政
美

（
川
崎
区
）

　

武
田
ハ
ル
ミ
（
川
崎
区
）

　

山
田
英

（
川
崎
区
）

　

出
口
夏
織

（
川
崎
区
）

　

神
保
幸
子

（
川
崎
区
）

　

木
村
新
市

（
川
崎
区
）

333回

答え「ワカサギツリ」
　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
療

生
協
新
聞
へ
の
感
想
や
近
況

を
余
白
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、

川
柳
は
ひ
と
り
、
一
句
、
既

に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続
10

回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に
も

贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り
は

５
月
25
日
、
発
表
は
７
月
号

紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

川
崎
医
療
生
協
本
部
３
階

編
集
委
員
会

ひ
な
祭
り
と
し
を
と
っ
て
も
う
れ
し
い
ね　
　
　

川
崎
区　

郷
地
淑
子
87

年
老
い
て
夫
婦
共
々
薬
漬
け　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

か
ま
じ
い

忖
度
か
孫
描
く
バ
バ
の
絵
シ
ワ
が
無
い　
　
　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
74

寅
さ
ん
は
ス
マ
ホ
持
た
ず
に
旅
を
す
る　
　
　
　

多
摩
区　

菅
野
節
子
93

お
れ
た
ち
も
無
申
告
者
な
り
た
い
な　
　
　
　
　

多
摩
区　

井
手
敏
明

パ
ズ
ル
解
き
ま
だ
使
え
る
か
こ
の
頭　
　
　
　
　

多
摩
区　

鈴
木
孝
法
72

誕
生
日
冥
土
の
旅
の
一
里
塚　
　
　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

脇
治
以
83

洗
濯
物
身
長
縮
み
竿
遠
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

長
澤
昭
子
83

お
金
に
は
表
も
あ
れ
ば
裏
も
あ
り
？　
　
　
　
　

中
原
区　

伊
月
秀
夫
81

ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
着
る
か
や
め
る
か
迷
う
日
　々
　

宮
前
区　

髙
山
富
恵
70

　

お
金
に
は
実
物
に
も
表
と
裏
が
あ

り
ま
す
が
、
使
い
方
に
も
表
と
裏
が

あ
る
ん
で
す
ね
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

校
に
も
全
く
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。
と
い
う
こ
と
は
な
ん

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。い
や
、

も
っ
と
酷
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

モ
ン
ス
タ
ー
保
護
者
や
全

て
学
校
の
せ
い
に
し
て
逃
げ

ま
く
る
教
育
委
員
会
。
教
員

を
守
れ
な
い
管
理
職
な
ど
が

そ
れ
に
プ
ラ
ス
さ
れ
て
き
て

い
る
。
教
員
に
な
っ
て
も
す

ぐ
に
辞
め
て
い
く
新
任
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
教
員
の
成
り

手
は
ま
す
ま
す
い
な
く
な

る
。
山
田
太
一
さ
ん
は
そ
ん

な
未
来
を
も
示
唆
し
て
い
た

の
だ
と
思
う
。

星

花下
暗
しししし

を
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私
は
１
９
３
３
（
昭
和
８
）

年
に
福
島
県
東
白
川
郡
笹
原
村

（
現
在
の
塙
町
）
で
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

小
学
２
年
生
の
と
き
大
東
亜

戦
争
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
12

月
８
日
、
雪
が
降
る
寒
い
夜
、

大
人
も
子
ど
も
も
村
中
の
人
が

提
灯
に
灯
を
と
も
し
、
万
歳
万

歳
と
さ
け
び
な
が
ら
村
は
ず
れ

ま
で
歩
き
ま
し
た
。
後
で
知
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
真
珠
湾

攻
撃
の
成
功
を
祝
う
ち
ょ
う
ち

ん
行
列
で
し
た
。

　

５
、
６
年
生
は
ほ
と
ん
ど
勉

強
は
な
く
、
出
征
兵
士
の
家
に

手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。
草
刈

り
、
田
起
こ
し
、
種
ま
き
、
田

植
え
、田
の
草
と
り
、稲
刈
り
、

芋
ほ
り
な
ど
を
し
て
、
家
に
帰

れ
ば
子
守
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

農
家
の
大
黒
柱
の
父
親
た
ち

に
は
赤
紙
が
来
て
、
ほ
と
ん
ど

が
兵
隊
に
行
き
ま
し
た
。
日
の

丸
の
旗
を
ふ
っ
て
万
歳
万
歳
と

見
送
り
ま
し
た
。「
勝
っ
て
く

る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
の
歌
を
い

ま
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
戦
地

に
行
く
兵
隊
さ
ん
の
た
め
に
、

千
人
針
と
い
う
虎
の
絵
を
描
い

た
手
ぬ
ぐ
い
大
の
布
に
赤
い
糸

で
糸
玉
を
つ
く
っ
た
も
の
を
あ

げ
ま
し
た
。
虎
に
は
「
千
里
行

っ
て
千
里
帰
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
必
ず
帰
る
こ
と
を
願

っ
て
持
た
せ
た
の
で
す
。

　

戦
地
に
い
る
兵
隊
さ
ん
に
手

紙
を
書
い
て
、
慰
問
袋
に
入
れ

て
送
り
ま
し
た
。
お
隣
の
お
兄

さ
ん
に
も
書
き
ま
し
た
が
返
事

は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
兄
さ

ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
し
、

遺
骨
の
箱
の
中
身
は
名
前
を
書

い
た
紙
き
れ
一
枚
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
は
箱
を
抱

い
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
５
、
６
年
生
の
頃
の
戦

果
は
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
東

京
も
敵
機
の
爆
撃
に
見
舞
わ
れ

疎
開
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
わ

が
村
の
お
寺
に
は
世
田
谷
区
の

子
ど
も
た
ち
が
学
童
疎
開
と
し

て
寝
泊
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
に
な
る
と
私
た
ち
の
学
校

に
き
て
校
庭
で
運
動
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

食
料
不
足
は
言
う
に
及
ば

ず
、
毎
日
お
か
ゆ
、
お
じ
や
、

う
ど
ん
や
団
子
汁
な
ど
で
し

た
。
お
昼
の
弁
当
を
持
参
で
き

ず
校
庭
で
遊
ん
で
い
る
人
も
い

ま
し
た
。
校
庭
を
開
墾
し
て
大

豆
を
蒔
き
、
河
原
に
は
か
ぼ
ち

ゃ
を
植
え
ま
し
た
。
秋
に
は
い

な
ご
を
た
く
さ
ん
と
り
、
か
ら

い
り
し
て
塩
で
味
を
付
け
て
食

べ
ま
し
た
。

　

山
に
ア
カ
ソ
と
い
う
植
物
を

取
り
に
い
き
ま
し
た
。
乾
か
し

て
縄
を
な
う
材
料
で
し
た
。
着

て
い
る
も
の
は
毎
日
同
じ
で
た

ま
に
配
給
が
あ
り
ま
し
た
。
丸

衿
の
白
の
シ
ャ
ツ
は
緑
色
に
染

め
て
着
て
い
ま
し
た
。

　

白
い
シ
ャ
ツ
を
染
め
た
次
の

日
、
８
月
15
日
の
正
午
に
戦
争

が
終
わ
り
ま
し
た
。
日
本
が
ア

メ
リ
カ
に
負
け
た
の
で
す
。
私

は
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
６
年
生

の
夏
で
し
た
。

大
空
襲
の
焼
夷
弾
に
目
を
見
張
る

川
崎
市
平
和
館
を
訪
ね
て

「
女
の
子
た
ち
風
船
爆
弾
を
つ
く
る
」

著
者
小
林
エ
リ
カ
氏
を
招
き
イ
ベ
ン
ト

明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
が
主
催

　

川
崎
医
療
生
協
平
和
委
員
会

で
は
４
月
11
日
、
11
人
で
今
年

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ば
か
り

の
川
崎
市
平
和
館
を
訪
れ
、
平

和
館
専
門
調
査
員
の
暉て

る

峻お
か

僚り
ょ
う

三ぞ
う

さ
ん
の
案
内
で
展
示
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
「
平
和
と
は
、
す
べ
て
の
人

間
が
暴
力
や
差
別
、
貧
困
や
環

境
破
壊
に
お
び
や
か
さ
れ
ず
安

心
し
て
生
活
で
き
る
」
と
書
か

れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
目
を
通

し
、
12
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
の
説

明
を
参
考
に
館
内
を
め
ぐ
り
ま

し
た
。

　

２
階
に
は
、
頭
上
に
見
慣
れ

な
い
30
㎝
ほ
ど
の
、
六
角
筒
状

の
炎
が
吹
い
て
い
る
鉄
製
の
も

伝えたい思い
多摩支部　津野田 京子 （90歳）

ホッとした終戦

私の戦争体験 114

夷
弾
）
１
個
に
子
爆
弾
が
38
個

収
ま
り
、
７
０
０
ｍ
上
空
で
分

解
し
ま
き
散
ら
す
仕
組
み
で
す
。

　

当
時
米
軍
は
総
重
量
１
１
１

０
ト
ン
・
総
数
１
万
３
０
０
８

発
を
投
下
し
ま
し
た
。
川
崎
市

内
は
木
造
の
建
物
が
ほ
と
ん
ど

で
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
焼
失

し
ま
し
た
。
焼
夷
弾
は
、
旧
日

本
軍
も
中
国
戦
線
で
大
量
使
用

し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
展
示
で
注
目
し

た
の
は
、
世
界
の
核
兵
器
５
０

０
発
が
同
時
使
用
さ
れ
た
場
合

の
地
球
の
被
害
状
況
を
５
段
階

に
分
け
た
模
型
展
示
や
、
日
露

戦
争
を
終
結
さ
せ
た
ポ
ー
ツ
マ

ス
条
約
の
評
価
で
、
ロ
シ
ア
と

の
戦
争
継
続
を
あ
お
る
新
聞
な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
示
す
展
示
、

「
平
和
と
は
何
だ
ろ
う
？
身
近

な
生
活
の
中
に
あ
る
の
で

は
？
」
と
い
う
問
い
に
「
平
和

学
」
の
解
説
が
あ
る
展
示
な
ど

で
す
。

　

最
後
に
、
拉
致
被
害
者
家
族

支
援
「
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
」
コ

ー
ナ
ー
を
見
ま
し
た
。

　

展
示
内
容
は
多
岐
に
わ
た

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
時
間
の

許
す
と
き
に
再
見
学
が
必
要
だ

ね
」
と
の
意
見
や
、
平
和
館
が

行
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
展
示
パ

ネ
ル
・
紙
芝
居
の
貸
出
し
、
出

前
授
業
・
平
和
学
習
支
援
な
ど

を
「
も
っ
と
活
用
し
て
い
か
な

け
れ
ば
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　

平
和
委
員
会　

理
事

　

河
野
一
馬

ち
風
船
爆
弾
を
つ
く
る
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ　

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｏ

ｎ　

Ｂ
ｏ
ｍ
ｂ　

Ｆ
ｏ
ｌ
ｌ
ｉ

ｅ
ｓ
』
の
著
者
小
林
エ
リ
カ
氏

と
、
近
代
史
の
専
門
家
で
、
明

治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所

資
料
館
の
山
田
朗
館
長
と
の
対

談
イ
ベ
ン
ト
が
、
５
月
25
日
、

川
崎
市
多
摩
区
の
明
治
大
学
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
校
舎
６
階

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
東
京

宝
塚
劇
場
で
風
船
爆
弾
づ
く
り

に
動
員
さ
れ
た
女
学
生
た
ち
を

描
い
た
長
編
小
説
『
女
の
子
た

　

主
催
は
、
明
治
大
学
平
和
教

育
登
戸
研
究
所
資
料
館
。
参
加

費
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
で

の
参
加
は
事
前
予
約
が
必
要
。

　

小
林
氏
は
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
目
に
見
え
な
い
物
、
時
間

や
歴
史
、
家
族
や
記
憶
、
場
所

の
痕
跡
か
ら
着
想
を
得
て
、「
自

分
の
心
に
一
番
誠
実
に
向
き
合

え
る
手
段
を
選
び
た
い
（
２
０

２
１
年
美
術
手
帳
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
）」
と
、
小
説
や
漫
画
、
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
朗

読
劇
な
ど
を
生
み
出
し
て
き
ま

し
た
。

　
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
と
の
出

会
い
が
作
家
の
原
点
と
い
う
小

林
氏
の
創
作
意
欲
が
、
い
ま
な

ぜ
学
徒
勤
労
動
員
の
史
実
に
向

か
っ
た
か
な
ど
が
語
ら
れ
、
社

会
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●舞台プログラム(予定）
　10時～12時
　　　学童パフォーマンス「オカリナ」
　　　朗読の会「りんどう」《ひろったラッパ》
　　　しろたにまもると腹話術の会「きずな」
　　　合唱団「いちばん星」
　　　KMCブラスバンド
　13時～15時
　　　団体のアピール
　　　記念講演…アジア諸国と協力して日本の未来を
　　　 講師　国際政治学者 羽場 久美子さん

● 平和に関する展示、食べ物などの模擬店、血圧測
定コーナー等々

主催　 川崎市核兵器廃絶平和都市宣言記念
　　　「平和をきずく市民のつどい」実行委員会
問い合わせ 事務局☎090－1458－3102（柴田昇）
後援　 川崎市 川崎市教育委員会

・開催日時：5月25日（土）午後１時～３時
・ 生田キャンパスへは、小田急線生田駅南口
徒歩12分。あるいは向ヶ丘遊園駅北口より
小田急バス「明治大学正門前」行き終点下車。
・ オンライン参加申込は、タイトルを「5/25対
談オンライン申込」とし、本文に参加者のメ
ールアドレスを入力のうえ、下記アドレスま
でメールで申し込む。5月20日（月）締め切
り。E-Mail: noborito@mics.meiji.ac.
jp。問い合わせ：明治大学平和教育登戸研
究所資料館（電話/FAX 044-934-7993）

「子爆弾」の模型を持つ参加者

の
が
５
本
あ
り
、
何
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
か
と
思
い
進
ん
で

い
く
と
、
そ
れ
が
１
９
４
５

年
４
月
15
日
に
川
崎
大
空
襲

な
ど
で
猛
威
を
振
る
っ
た
焼

夷
弾
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
親
爆
弾
（
集
束
焼

（出展： 平和祈念展示資料
館ホームページ）
詳細はこちらから→

川崎市核兵器廃絶平和都市宣言42周年記念

平和をきずく
 市民のつどい2024年

日 無料6月9日 10時から15時
（展示は17時まで）

会場 川崎市平和館（川崎市中原平和公園内）

主催　 神奈川土建一般労働組合［川崎支部／川崎中央支部／
川崎西支部］

問い合わせ　044‒355‒0456（同川崎支部まで）
後援　 国土交通省、独）住宅金融支援機構、公財）住宅リフ

ォーム・紛争処理支援センター、神奈川県、川崎市

市内20会場で開催します。お気軽にご参加ください。
  川崎区　①小田公園  ②大師公園
  幸　区　③南河原公園
  中原区　④向河原駅前広場  ⑤大戸神社  ⑥新城公園
  高津区　⑦久本薬医門公園  ⑧朝比奈建具店前  ⑨老健樹の丘
  宮前区　⑩野川第４公園  ⑪アリーノ
  　　　　⑫東名下神木公園  ⑬向ヶ丘出張所駐車場
  多摩区　⑭ユーコープ登戸店  ⑮有）白石工務店  ⑯寺尾台第１公園
  　　　　⑰ユーコープ菅店  ⑱三田第二公園  ⑲南生田４丁目公園
  麻生区　⑳あさお診療所

千人針


